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回 答 票 
Ｎｏ．１

日見 
中学校区 

【担当部課名】 土木部 土木企画課 

要
望
内
容

【団体名】 岡下自治会 

【件 名】 山手への道路建設について 

【概 要】 

網場町の山手は車も入らず空き家だらけです。道路建設は長きにわたり再

三話があったことも、その都度立ち消えになったことも知っています。費

用対効果が悪い地域とはわかりますが、車社会のなか消防道路、災害時の

避難道路等は欠かせないと考えます。 

回答内容 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ 新設道路は「不可能」だが、くらしの道の可能性

について「調査検討」 ） 

【回答】 

 ご要望の山手地区への道路建設につきましては、過去にも地域の皆様か

ら同様のご要望をいただいておりますが、「当該路線の整備には、多くの

家屋移転が伴い多額の事業費が必要となることから、長崎市の財政状況を

踏まえて、現時点での事業着手は困難である」旨の回答をさせていただい

ております。 

 長崎市としては、新設道路の整備につきましては、事業中の路線を集中

的に整備し、早期の完成を目指しているところであり、また、当該道路の

整備には、地形が急峻で擁壁などの構造物が必要となり、事業に必要とな

る費用に対して道路整備の効果も低いことから、今回ご要望いただいた新

設道路の整備は難しいものと考えています。 

なお、現在、長崎市においては、道路の一部拡幅や、離合場所の確保な
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どにより、自家用車や緊急車両などが進入できる生活道路の整備を進める

「くらしの道整備事業」にも取り組んでおり、地域の皆様からのご要望が

あれば、検討してまいりたいと考えていますので、ご理解を賜りますよう

お願いします。 
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回 答 票 
Ｎｏ．2

日見 
中学校区 

【担当部課名】 土木部 土木総務課 

要
望
内
容

【団体名】 日見地区連合自治会 

【件 名】 日見公園西側 5差路交差点の改良 

【概 要】 

当該交差点は、多方向からの進入・退出可能な 5 差路のため、自動車等の

車両が非常に輻輳し危険である。また、歩行者の横断にあたっても、多方

面に気を配り、素早く横断する必要があるため、子供や高齢者は特に危険

である。このため、当該交差点から日見公園北側市道への進入を規制、地

域の安全・安心を確保して欲しい。 

回答内容 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

【回答】 

道路管理者として歩行者の安全確保については大切と考えており、常日

頃より安心安全な歩行空間の確保に努めております。 

ご要望の交差点につきましては、変則的な五差路になっていることから

車両が輻輳し、地域において安全面での不安が生じているとのご意見を従

前からいただいており、不安を解消するためにはどのように対応すべき

か、検討を進めております。 

検討にあたっては、地域のご意見だけでなく、道路の利用状況について

現状を把握する必要がございます。まずは、市道における交通量を調査し、

道路の利用方法の変更を行ったときに、他の道路にどのような影響が出る

のかなどの分析を行い、その結果を踏まえ、安全確保に資するにはどのよ

うな手法が有効か、関係各所との調整を行ってまいりたいと考えており
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ます。 

これまでに、警察とも協議を行っておりますが、警察として、この交差

点において道路交通法上の交通規制を行う考えはないが、道路管理者の用

により道路の利用方法の変更を行うことは、選択肢の一つとして考えうる

とのご意見をいただいておりますので、今後、しっかりと現状分析を行っ

たうえで、どのように安全確保を行うか、関係各所との協議を引き続き行

いながら、検討してまいりたいと考えております。 
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回 答 票 
Ｎｏ．3 

日見 
中学校区 

【担当部課名】 建築部 住宅政策室 

要
望
内
容 

【団体名】 日見地区連合自治会 

【件 名】 日見大曲・宿町市営住宅の早急な建て替え 

【概 要】 

日見大曲・宿町市営住宅は建築後長期間経過し、非常に老朽化が進んでい

ることから、市に於いては建替えを実施することとし、平成 27 年から政

策空き家が実施されています。このため、日見地区の人口は減少し、地域

のコミュニティも非常に疲弊している状況にあります。一方で、日見地区

は企業や大型商業施設の進出が著しい諫早市の通勤圏内に位置し、これら

従業員の居住地として広域的観点からも非常に高いポテンシャルを有して

おります。これらの状況から、一刻も早い市営住宅の建替えによる日見地

区の活性化はもちろんのこと、長崎市の人口減少対策として早急に建替え

工事に着手して欲しい。 

なお、建替えにあたっては、現居住者への配慮はもちろんのこと、魅力あ

る日見地区の地域づくりにも資するよう、下記の項目に留意して欲しい。 

・若い世代の子育てしやすい住宅の増設をして欲しい。 

・子供たちが安心して遊べる遊具施設の充実した公園の整備をして欲しい。 

・父母が安心して子育てできるよう支援センターの設置をして欲しい。 

・高齢者が安らぎを感じる支援住宅の建設をして欲しい。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

日見大曲・宿町の市営住宅の建て替えにあたりましては、長崎市公営住

宅等長寿命化計画に基づき進めております。 

具体的には、日見大曲・宿町市営住宅位置図に記載のとおり、 

築 30年までのグループ①日見大曲アパート 4号棟につきましては、適

切に維持修繕を行いながら管理することとしております。 

築 30年から築 39年までのグループ②宿町第２アパートについては、 
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浴槽、洗面所、台所の 3点給湯化や浴室改修などを行って住宅の質の向

上を図り、併せて移転集約を進めることで戸数の約３割減を行う予定でご

ざいます。 

築 40年以上が経過しているグループ③日見大曲住宅、日見大曲アパー

トのうち４号棟を除く３棟、及び宿町アパートについては、計画的な建て

替えと同時に戸数の約５割を縮減する予定でございます。 

 なお、団地全体の建替えや住戸改善等の基本的な考え方につきまして

は、自治会や入居者に対して説明会を実施しております。 

日見大曲アパート、日見大曲住宅及び宿町アパートの建替えと宿町第 2

アパートの集約にあたりましては、現在、宿町第 2 アパートの 1 号棟と

2号棟の入居者の方々を同団地の別住棟へ移転していただくため、移転先

の住戸改善を行い、入居者の方々のご協力をいただきながら移転手続きを

進めているところでございます。 

建替えについては、入居者の転居、空き住棟の解体、そこへ新築し入居

ということを 1つのサイクルとして、これを何度か繰り返して行う予定で

あり、事業期間も長期に及びます。 

長崎市としましても、早期着手の必要性につきましては認識しており、

今年度中にスケジュール等の詳細をご説明できるよう準備を進めてまい

ります。 
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また、長崎市では、長崎総合科学大学と連携して、宿町アパートの空き

住戸を活用しながら「若い世代に望まれる住まい」と「地域と若者が関わ

ることでの地域コミュニティの活性化の可能性」についての２つを検証す

ることを目的とする社会実験や、子育て世帯の市外流出の抑制と市内流入

を促進するため、宿町第 2アパートの空き住戸を子育てしやすい住戸へ改

善し供給するといった取り組みを行い、若者や子育て世帯の暮らしやすい

住環境の検討も進めております。 

市営住宅の建替えは日見地区の地域づくりにも大きな影響があるもの

と考えており、事業の実施にあたりましても今回のご要望にあります子育

て世帯や高齢者に対する視点は大切であると認識しておりますので、その

事も踏まえて関係各課とも連携を図り、また、地域の皆様とも協力しなが

ら、よりよい計画となるよう事業を進めていきたいと考えています。 
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■日見大曲・宿町市営住宅位置図 
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回 答 票 
Ｎｏ．４ 

日見 
中学校区 

【担当部課名】 
水産農林部 水産農林政策課 

土木部 土木企画課 

要
望
内
容 

【団体名】 日見地区連合自治会 

【件 名】 ペンギン水族館前バス停の離合場所の改善 

【概 要】 

県道 34 号宿町～野母崎線は 2 車線通行で、朝夕の通勤・通学時の交通混

雑の解消を図るため、ペンギン水族館駐車場の前にあるバス停を水族館駐

車場の内側に改善すると交通混雑も解消され、水族館に来館される観光客

の方々にとっても駐車場の利便性向上に繋がると思います。日見地区住民

の交通安全混雑解消と安心・安全対策を確保して欲しい。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

ペンギン水族館前バス停は長崎県が管理する主要地方道野母崎宿線に

設置されており、長崎ペンギン水族館第一駐車場の入口と出口の間に位置

しています。 

ご要望のバス停におけるバスベイ設置につきましては、道路管理者であ

る長崎県や交通管理者である長崎県警と協議を行いました。 

協議の結果、バスベイの設置に当たっては道路の構造基準を満たす必要

があるため延長距離を 40ｍ確保すること及び交通事故の危険性があるた

め駐車場の入り口をバスベイ内に設置できないことが示されました。 

このため、ご要望の箇所にバスベイを整備するためには、土地の確保と

バスベイ整備工事に加え入退場ゲートの移設が必要となり、市に対しても

一定の協力を求められています。 
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このうち、土地の提供については、交通混雑の解消のみならず、水族館

へ車で訪れる方のスムーズな入出庫にもつながるため、前向きに検討でき

るものと考えております。 

一方、水族館駐車場の出入口に設置してあるゲートの移設については、

平成27年度から平成29年度にかけて設置したばかりであることから今

後 10年程度は利用可能であり、また、相当の移設費用を要するため、直

ちに移設することは困難であることから、今後、機器の更新を行うタイミ

ングや交通混雑の状況などを踏まえつつ、道路管理者である長崎県など関

係機関とも随時調整を行いたいと考えています。 
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回 答 票 
Ｎｏ．５ 

日見 
中学校区 

【担当部課名】 

まちづくり部  

公共交通対策室 

東総合事務所 

要
望
内
容 

【団体名】 岡下自治会 

【件 名】 交通問題・これからも起こりうる問題について 

【概 要】 

 令和 4 年 10 月の交通再編問題は、事業者の経営存続と国土交通省への

許認可だけを優先して、協議されたように思えます。できれば当初から利

用者（東長崎地区住民）も参加させていただきたかったと思います。 

 昨年 11 月末に開催されました日見地区への説明会は、市公共交通対策

室長からの突然の交通再編説明会でした。県営バス・長崎バスの共同経営

による赤字解消と、利用乗客が減少しており、減便をお願いするというの

がお話の骨子でした。 

 その時に我々が意見具申したのは、バス会社の経営が厳しいのであれば、

バスの利用促進を図るような要請を、なぜしてくれなかったのかと申し上

げました。連合自治会宛に要請があれば、乗客の利用促進を呼びかけるな

どの、行動をとれたのではないかとも考えます。 

 今後交通問題に限らず発生する、地域の問題は、行政・事業者・地域住

民（連合自治会）の以上 3者による協議をお願いしたいと思います。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

公共交通を取り巻く環境は、人口減少や新型コロナウイルス感染症拡大

など大変厳しい状況にあることから、長崎市では、持続可能なバス路線へ

の転換を目指し、東部地区で本年１０月から既存路線の効率化などバス路

線の再編に取り組んでいます。 

この取り組みにあたっては、まずは各地区の代表者の方々へ、路線バス

の現状や再編内容の説明を行い、地域との意見交換の方法や進め方などを

相談しながら、より良い再編に向け地域と調整させていただきました。 
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日見地区でも、昨年１２月に連合自治会の会合の場で、運行頻度の適正

化に向けた取り組みとして、日見地区の利用実態に基づく試算から、当時

昼間の時間帯の運行頻度が 1 時間当たり 3 便だったものを、4 月のバス

事業者によるダイヤ改正で一旦 2便にした後、10月に１便に減便する必

要がある旨の説明をさせていただきました。 

それに対し、2便になることはやむを得ないものの、半年で 2回の減便

という性急なサービス水準の低下に懸念が示され、地域としても利用が少

ない現状を理解し、バスの利用促進を図りたいとの考えが示されたことか

ら、１０月の実施では１時間に２便のままで運行を継続し、今後の減便は

利用状況による対応とさせていただいています。 

このように、長崎市といたしましては東部地区のバス路線再編にあた

り、可能な限り、地域の方々との協議を踏まえたつもりでございますが、

利用者の方々から見れば、もう少し丁寧にできたのではというご意見もあ

ろうかと思います。 

バス路線の維持に向けた取り組みは、今後も続いてまいりますが、バス

の問題に限らず、地域の課題解決にあたっては、地域住民、行政、民間事

業者等の連携が重要であると認識しておりますので、さまざまな機会を通

じて協議等を行いながら取り組みを進めていきたいと考えております。 
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回 答 票 
Ｎｏ．6 

日見 
中学校区 

【担当部課名】 建築部 建築指導課 

要
望
内
容 

【団体名】 岡下自治会  野口清治 会長 

【件 名】 空き家対策について 

【概 要】 

なぜ人は自分が建てた建物を去る時、壊していかないのでしょうか。お

金の問題が大きいと思いますが、更地にする責任はあると思います。台風

被害、火災、人の無断出入り等々近所住民は不安でたまらないと思います。 

 行政の空き家調査、転売支援、取壊額の支援等の市の空き家対策につい

て説明して欲しい。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

  長崎市の空き家対策は、近年の人口減少等に起因する空き家問題の増加

を受け、安全・安心で快適な暮らしの実現を目指して、空き家等の問題に

関する対策の総合的かつ計画的な推進を図るため策定した「長崎市空家等

対策計画」に基づき、「特定空家等(注)にしない」「特定空家等をなくす」

の２つの基本方針を掲げ、利用可能な空き家の活用促進や、老朽化し危険

な空き家の除却など、空き家の状態に合わせた様々な対応を行っていま

す。 

(注)特定空家等とは、防災、衛生、景観等の面で地域住民の生活環境に

深刻な影響を及ぼす空き家のことです。 

〇空き家の活用 

空き家・空き地情報バンクにより情報発信を行っております。 

また、移住促進や地域コミュニティの活性化を図る目的で、空き家の改修
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などにかかる費用の一部を助成する、移住支援空き家リフォーム補助金、

特定目的活用支援空き家リフォーム補助金があり、ご活用いただいており

ます。 

今後は民間による空き家活用の動きについて、より一層情報を収集し、

また、その地域の特性にあった空き家活用について検討するなど、地域と

一緒になって空き家対策を進めてまいりたいと考えております。 

〇空き家の維持管理 

所有者が適正に管理を行っていただく必要がありますが、経済的問題や

相続問題等の理由により、長年放置され周辺の方々に深刻な影響を及ぼし

ているものがあり、そのような場合は、所有者を調査し、適正な維持管理

や除却を行っていただくよう、助言や指導を行っております。 

自治会で問題となる空き家が発生した場合には、まずは地域センターま

でご相談ください。 

今後とも地域の皆さまと一緒になって、空き家問題に取り組んで参りま

す。   

 （地域のまちづくりに関する相談窓口） 

長崎市日見地域センター 

 ℡０９５－８３８－３１０４（直通） 

 （空き家に関する相談窓口） 

長崎市建築部建築指導課 建築安全係  

℡０９５－８２９－１１７４（直通） 
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なお、長崎市の空き家対策につきましては、次の通りです。 

【空き家を活用したいかた】 

・「長崎市空き家・空き地情報バンク制度」 

   長崎市に移住を希望する市外在住者へ空き家・空き地の情報を紹介。 

・「移住支援空き家リフォーム補助金」 

   移住者向けに空き家をリフォームする費用の一部助成。 

・「特定目的活用支援空き家リフォーム補助金」 

シェアハウスなど地域コミュニティの活性化に繋がる空き家活用の

ためのリフォーム費用の一部助成。 

【空き家を解体したいかた】 

・「特定空家等除却費補助金」 

   老朽化し危険な空き家を解体する際の費用の一部助成。 

・「老朽危険空き家対策事業」 

   老朽化した危険な空き家のうち、条件を満たすものについて市が解体

を行い、跡地を公共空間として整備。 

 

（これらの対策に関する市の取り組みにつきましては、ホームページに掲載

しておりますので、そちらもご覧ください） 
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回 答 票 
Ｎｏ．７ 

日見 
中学校区 

【担当部課名】 東総合事務所 地域整備課 

要
望
内
容 

【団体名】 日見地区連合自治会 

【件 名】 市道・県道等の道路脇土手・溝の草木の定期的な手入れについて 

【概 要】 

 市内の大きな道路脇は定期的に木々の伐採、除草作業は良く目にします

が、田舎では放置されているようです。費用の問題もあるでしょうが、同

じ県民・市民です。 

 自治体住民に助成して「道路・河川の里親制度」（仮称）等広めたらいい

のではないでしょうか。何かメリットがないと住民も動けないと思います。

天満神社の倒木・落ち葉清掃もまた伐採も制限あると聞きますが、行政の

範疇ではないでしょうか。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

天満神社沿いの市道をはじめ、地区内の道路につきましては、日頃より

地域の方々による除草、樹木の剪定及び清掃など維持管理について多大な

るご協力をいただき、ありがとうございます。 

現在、長崎市では、地域の皆様が地区内の市道の機能の維持のために草

刈り、雑木伐除及び掃除の作業（市道伐開作業等）を行っていただいた際

に、1年度につき２回まで謝礼金（面積１㎡につき８円）を交付すること

ができる制度があります。つきましては、当該制度をご活用いただくとと

もに、今後も市道等の維持管理にご協力いただきますようお願いします。 

また、県道の道路管理者である長崎県とも情報共有を図るとともに、県

道及び市道の適正な維持管理に努めてまいります。 
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回 答 票 
Ｎｏ．8 

日見 
中学校区 

【担当部課名】 
消防局 予防課 

防災危機管理室 

要
望
内
容 

【団体名】 日見地区連合自治会 

【件 名】 防火（災）訓練について 

【概 要】 

アルバガーデングランビュー東長崎自治会では、マンション内での防火

（災）訓練が実施できるかどうか提案がありました。 

 そこで、マンション内での防火（災）訓練がどのような規模か、どこに

お願いしたらいいか、小学校や中学校で行う防火（災）訓練との違いや、

万が一火災になった時の地域との連携の仕方など気をつけることがあれば

教えて欲しい。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

アルバガーデングランビュー東長崎は、一般の住宅とは違い、消防法

第８条に基づきマンションの防火管理者が作成し、消防署長に届出てい

る消防計画に従い、定期的に、消火、通報及び避難の訓練を実施しなけ

ればならない建物となっていることから、平成２７年９月に防火訓練が

実施されていますので、今後も消防法に基づき定期的な訓練の実施が必

要です。 

  マンション内での訓練の規模については、マンション全体を単位とし

て訓練を実施する必要がありますので、訓練の実施については、このマ

ンションを担当している中央消防署矢上出張所（838-3655）へお問い

合わせください。 

訓練の違いについては、マンションや事業所等で行う訓練の内容は、消 
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防法に基づいた、消火、通報、避難などの火災対応訓練となっていますが、

小・中学校単位で行っている地域の防火防災訓練は、その校区の方々が自

主的に実施されている訓練で、火災や救急の対応訓練に限定せず、炊き出

し訓練や高齢者への支援訓練など様々な訓練を実施しています。 

 また、火災になった際の地域との連携については、マンションにおいて

定期的な訓練を実施することに加え、地域コミュニティ連絡協議会や連合

自治会等において実施されております地域の防火防災訓練に積極的に参

加して、地域ぐるみで火災や地震等の災害に応じた避難経路や支援体制を

確認しておくなど、事前の防火防災対策を行うことが必要です。 

最後に、火災や地震等で屋外に避難した後、自宅に戻れない場合に、近

隣の自治会公民館等のコミュニティ施設を一時的な避難場所とできるよ

う、施設管理者とあらかじめ相談している事例もございますので、災害時

等の相互協力についても、必要に応じて周辺の自治会等と話し合っておき

ましょう。 

詳細については、消防局または防災危機管理室へお問い合わせくださ

い。 
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回 答 票 
Ｎｏ．9 

日見 
中学校区 

【担当部課名】 水産農林部 農林振興課 

要
望
内
容 

【団体名】 日見地区連合自治会 

【件 名】 日見金比羅公園並びに金比羅山から芒塚日見峠間の作業道路の整備 

【概 要】 

日見金比羅公園は設置から長期間を経て老朽化が進んでおり、特に展望

台付近は雑木が生い茂り危険であるため、利用者の利便性並びに、安全・

安心の確保のため早急に再整備を実施してほしい。 

 また、春日町バス停から林道日見金比羅山線は平成元年に完成した。作

業道日見金比羅山線から芒塚日見峠線は平成 5年から平成7年度に一部整

備されたが、現状は大雨災害にて通行できない状況であり、調査検討を行

い、災害防止対策等を示してほしい。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

  日見金比羅の森（日見金比羅公園）は、市民の皆様に自然とふれあう機

会を提供するため、昭和 63 年に供用を開始いたしました。 

現在は、主に日吉自然の家主催の小学生対象のトレッキング参加者、年

間、約１，０００名などが林間広場を中心に利用があっており、施設の維

持管理としては、林間広場の除草やトイレの定期的な清掃などを行ってい

るところです。 

ご指摘の展望台については、平成 7 年度に設置したものですが、設置か

ら年数も経過していることもあり、床版の腐食及び基礎の破壊など施設の

老朽化が著しく、現状では利用できない状況であるため、現在、使用禁止

措置を行っています。 

展望台の再整備につきましては、多大な費用を要することから、利用者
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のニーズを確認しながら、可能な対応について検討を進めていきたいと考

えております。 

次に、作業道芒塚線につきましては、総延長 3,688m であり、日見及

び芒塚地区の市有林や私有林の所有者の間伐等森林整備のための作業道

として、平成 5 年度から平成 7 年度までの 3 年間で施工し、開設したも

のです。 

作業道は、日常的に人や車の通行の用に供するものではなく、森林作業

時に適時開設し、作業に必要な範囲で受益者が補修等を行っています。芒

塚線においては、市有林を含む区間は、受益者である長崎市において、こ

れまで森林整備による間伐材の搬出のために必要な整備を行っていると

ころですが、私有林を含む区間においては、今後、受益者が主体となって

森林整備を進める中で、必要に応じて整備に取り組むことになると考えて

います。 

また、接続する林道日見金比羅線につきましては、施設の維持管理をし

っかり行っていくことといたします。 
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回 答 票 
Ｎｏ．10 

日見 
中学校区 

【担当部課名】 土木部 土木防災課 

要
望
内
容 

【団体名】 日見地区連合自治会 

【件 名】 長崎県振興局河川課に対する要望 

【概 要】 

2 級河川日見川の祗園橋上流においては、土砂ばかりでなく、大小の岩や

護岸の崩壊コンクリート等が堆積しているほか、雑草の繁茂も著しいため、

大雨時には警戒水域を超え非常に危険である。したがって、同水域を含む河

川の改修を早急に実施して欲しい。 

（経過） 

 日見川区域の近年の除草実績については、一昨年前は一部実施されたが、

昨年は実施されておらず、不定期になっている。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋（ 県へ要望 ）   ６ その他（  ） 

【回答】 

今回の要望に対して日見川を管理する県に確認したところ、「今年 7 月に

現地調査を実施し、現状では流下能力を大きく阻害する状況ではない。今後

とも日見川の現状把握に努め、緊急度に応じて浚渫や伐採等を実施し、適切

に維持管理を行っていきたい」との回答をいただいています。 

しかし、当該地区は昭和 57年の長崎大水害で大きな災害があっていますの

で、水の流れを阻害する河川の堆積物等による浸水被害については、地域の皆

様方も非常に心配されていると思います。 

河川の機能として、必要な通水断面を確保することは、非常に重要だと考え

ていますので、大きな災害につながらないように、今後も地元の皆様と一緒に

なって現場の状況を把握するとともに、県に対しても必要に応じて要望を行っ

ていきたいと考えています。 
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